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1、日常活動報告 
①日常活動について 

来室から帰宅まで、放課後ルームやプレイルームを拠点に、小学校校庭、体育館等で職員

が見守る中、安全で自由に過ごせるよう環境を整備し、児童の見守り及び関わりを行った。

また、児童の来室直後には学習タイムを設けるなど、子どもたちが勉強・学習できる環境整

備も行った。この他、児童との関わりの中では学年の違いに配慮しながらも異学年での交流

が生まれるよう働きかけていった。 

 

②企画活動について 

以下の通り企画活動を行った。主に工作や運動遊び、レクリエーションの要素を持った活

動を中心に企画活動を実施した。 

 
4 月                                 
実施日 イベント名 参加人数 内容 

12～14日 ハッピー☆ワクワクラッカー 111 名 紙コップでクラッカーを作った。 

23日 わくわく体験日 45 名 新 1 年生が利用日前にわくわくを体験した。 

27,28日 復活のバドミントンデイ  72 名 バドミントンを楽しみ、試合をした。 

 

 ５月 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

24～26日 プラバンキーホルダー 140 名 プラバンを作って楽しんだ。 

30日 天下一☆武投会  39 名 天下のルールを覚え、楽しむ機会を設けた。 

 

 ６月 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

1,7,8日 ダーカウ 101 名 ベトナムで人気のスポーツを体験した。 

29,30日 ルームフレグランスをつくろう  114 名 オリジナルのルームフレグランスを作った。 

 
７月 
実施日 イベント名 参加人数 内容 

13,21,22日 むにゅむにゅ星人 130 名 手触りの良い風船人形を作った。 

16,27日 ピンポンタイム   24 名 卓球の試合をして楽しんだ。 

 
８月                                 
実施日 イベント名 参加人数 内容 

30日 天下一☆武投会 54 名 最後まで残った児童には賞状を渡した。 

 

 ９月 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

７日 けんけんぱじゃんけん 15 名 「どん、じゃんけんぽん」をけんけんぱで行った。 

8,24日 UNO 大会 31 名 公式ルールで大会を開催した。 
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 １０月 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

3,6日 再び！復活のバドミントンデイ 26 名 バドミントンの練習や試合を行った。 

24,25日 ハロウィンマントづくり 32 名 様々な装飾パーツを用いて仮装用のマントを作った。 

 
１１月 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

21,22,24日 光る！プラバン 118 名 光るプラバンを使用し、プラバンを作った。 

30日 お買い物リレー 101 名 カードと同じアイテムをカゴに入れるリレーをした。 

 
１２月                                 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

7日 色盗り合戦 31 名 チームに分かれ、色盗り合戦を行った。 

 

１月 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

25,26日 ピンポンタイム 27 名 卓球の楽しさを味わうと同時に、ルールを学んだ。 

 

２月 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

22日 けんけんぱじゃんけん 35 名 「どん、じゃんけんぽん」をけんけんぱで行った。 

 

３月 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

1日,2日 Re：復活のバドミントンデイ 34 名 バドミントンの練習や試合を行った。 

 

2、行事報告 
事業計画に基づき定期的に行事を実施した。行事は四季の変化を感じ取り、日本の伝統や

自分の住む地域に愛着を持つことを目的に企画した。 

 

実施日 イベント名 参加人数 内容 

5月 11,12日 ウェルカムパーティー 142 名 入学進級をお祝いし、ゲームコーナーを楽しんだ。 

7月 1～7日 七夕ウィーク 161 名 短冊に願い事を書いて、笹に飾りつけをした。 

8月 4日 平和を祈る会  52 名 アニメや戦争体験者のお話から戦争について考えた。 

10月 29日 ハロウィンウォーク 27 名 レクリエーションを通じ、ハロウィンの由来を学んだ。 

11月 9日 防災を学ぶ会 98 名 消防署職員と火災の避難訓練や消火器訓練を行った。 

11月 28日 
もみじ狩り 

～飛鳥山クエスト 2022～ 
 27 名 飛鳥山公園でレクリエーションや公園遊びを行った。 

12月 5,6日 
年末お楽しみ会 

～大抽選会～ 
102 名 体育館で大抽選会を 4 部制で実施した。 

1月 10,11日 掴め幸運！新年運試し大会 87 名 体育館でお正月遊び検定やビンゴ大会を実施した。 

2月 1日 
鬼から逃走中 

～オニオニパニック！！～ 
89 名 校庭で鬼から逃げる逃走中をした後に鬼退治をした。 

3月 28日 わくとよ思い出遠足 0 名 新田さくら公園に行く予定だった。（雨天中止） 
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その他、地域行事等へ協力・参加を行った。 
実施日 イベント名 内容 

10月 18 

～27日 

わくわく☆フェスタ 

パネル展示 
子どもわくわく課主催のイベントであり、筒けんのパネル展示をした。 

11月 12日 みかんまつり 
豊島児童館のお祭りであり、カップボールや筒けんのブースを出展し

た。子どもスタッフとして 6 名の児童がお手伝いをしてくれた。 

12月 10日 PTA こどもまつり PTA主催のイベントであり、筒けんのブースを出展した。 

 

3、特別活動報告 
豊川小学校の学区域内に居住する、または北区内に居住する特別な専門技術を有する

方を講師とする活動、保護者も一緒に楽しめる活動、学校外をステージとする活動を実

施した。 

実施日 活動名 参加人数 内容 

4月 16日 エンジョイ！English 10 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

4月 20日 絵手紙教室 10 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：こいのぼり 

5月 18日 絵手紙教室 10 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：菖蒲 

5月 21日 エンジョイ！English 11 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

6月 15日 絵手紙教室 13 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：紫陽花 

6月 18日 エンジョイ！English 9 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

7月 16日 エンジョイ！English 8 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

7月 20日 絵手紙教室 19 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：絵日記 

8月 17日 絵手紙教室 5 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：星座・昆虫・恐竜 

9月 17日 エンジョイ！English 10 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

9月 21日 絵手紙教室 12 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：木の実・どんぐり・柿 

10月 15日 エンジョイ！English 9 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

10月 19日 絵手紙教室 12 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 
テーマ：ハロウィン 

11月 16日 絵手紙教室 16 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：秋野菜 

11月 19日 エンジョイ！English 12 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

12月 17日 エンジョイ！English 13 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

12月 21日 絵手紙教室 13 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：クリスマス・お年賀 

1月 18日 絵手紙教室 14 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：節分 

1月 21日 エンジョイ！English 11 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

2月 15日 絵手紙教室 17 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：雛祭り 

2月 25日 エンジョイ！English 12 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 

3月 15日 絵手紙教室 20 名 
地域在住の講師による絵手紙作り教室を行った。 

テーマ：桜・ランドセル 

3月 18日 エンジョイ！English 9 名 地域在住の講師による英会話教室を行った。 
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4、クラブ活動報告 
【卓球クラブ】 
目標：①１年間の活動を継続することで、健全な身体を育み、忍耐力を身に着ける。 

②講師に卓球の技術を学び、自身への卓球技術向上を目指す。 

③卓球での交流を深め、思いやりの心や仲間意識を高める。 

④他施設の卓球クラブと大会などを行うことで、交友関係の幅を広げる。 

登録人数：24 名 

活動開催回数：37 回  

延べ参加人数：739 名 

内容：今年度は予定通り 5 月より活動を行うことができた。練習を中心に活動し、2 月に 

豊島王子カップとして交歓卓球大会を開催した。また交歓卓球大会に参加しなか 

った 1・2 年生を中心にクラブ内大会を行った。 

 

【お茶クラブ】 
目標：①あいさつ、礼儀を身につける。 

②お茶を通して、仲間づくりをする 

③日本古来のお茶、作法に親しむ機会を得る。 

登録人数：17 名 

活動開催回数：10 回 

延べ参加人数：152 名 

内容：今年度は 9 月まではお点前のみを中心に学んできたが、10 月からはお茶を飲むこ

とができるようになり、「春のお茶会」も保護者の方をご招待することができた。 

   お菓子については来年度から食べたいと考えている。 

 

5、実行委員会報告 
放課後子ども総合プランの事業、運営について話し合う場として定期的に開催した。内

容としては活動報告、様々な課題についての協議等を行った。今年度は第 2 回（9 月）、

第 3 回（12 月）は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、書面開催とした。メンバ

ーは学校関係者、地域関係者、PTA関係者、管轄児童館関係者であった。 
 実施日 参加人数 主な議題 

第 1回 6 月 16 日 21名 登録状況･利用状況報告、令和 3年度事業報告 活動報告について 

第 2回 書面開催  
登録状況･利用状況報告、冬季運営について 

※新型コロナウイルス感染症防止に伴い、対面実施できず 

第 3回 書面開催  
登録状況･利用状況報告、活動報告について 

※新型コロナウイルス感染症防止に伴い、対面実施できず 

第 4回 2 月 27 日 13 名 
登録状況･利用状況報告、令和 4年度事業報告、活動報告について 

第 2回運営委員会報告、異動報告 

※参加者数は法人職員含む 

 

 

 

 

 

 

 



 - 7 - 

6、その他の活動報告 
 （1）広報活動 

①わくわく豊川ひろばだより 

毎月発行している豊川放課後子ども総合プランの情報誌でその月の企画や行事

を掲載した。学校を通じて全校児童に配布した。また実行委員会の方、地域施設等、

子どもわくわく課を通じてすべてのわくわく☆ひろばに配布した。 

 

②ホームページ 

豊川放課後子ども総合プランは独自のホームページを持っており、北区のホーム

ぺージとリンクしている。ホームページには施設の概要や最新情報などを載せてお

り、施設を利用したことのない人や遠方の人まで幅広い対象に豊川放課後子ども総

合プランをアピールできる場となった。また、自然災害などの有事の際の情報発信

の場としても活用した。 

 

③元気です 

社会福祉法人東京聖労院の広報誌。年 3 回の発行。豊川放課後子ども総合プラン

で行われた行事の報告などを載せている。  

 

（2）防災訓練 
   利用者の安全を守るため、防災計画をたて、訓練を行った。有事の際に混乱なく避難

できるように訓練した。また、毎月実施している豊川小学校の避難訓練に職員が参加し

た。 

 

実施日 活動名 参加人数 内容 

4 月 15日 避難訓練(地震) 98 名 
震度 5強の地震を想定して、各部屋から避難する訓練を

した。 

5 月 16日 避難訓練(火災) 89 名 
火災が発生したと想定し、各部屋から避難する訓練をし

た。 

6 月 23日 避難訓練(地震) 93 名 
震度 5強の地震を想定して、各部屋から避難する訓練を

した。 

7 月 14日 防犯訓練 83 名 
不審者が校内に侵入したと想定し、静かに室内で待機す

る訓練をした。 

8 月 8日 避難訓練(地震) 60 名 
震度 5強の地震を想定して、各部屋から避難する訓練を

した。 

9 月 7日 
避難のための 

職員研修 
7 名 

非常時に備え、職員が理解しておくべきことを共有し

た。 

10 月 5日 防犯訓練 97 名 
不審者が校内に侵入したと想定し、静かに室内で待機す

る訓練をした。 

11 月 9日 防災を学ぶ会 98 名 
王子消防署職員の指導の下、火災の避難訓練、消火器訓

練を行った。 

12月 22日 

1 月 31日 

２月 6 日 

不審者対応 

訓練研修①～③ 

① 6 名 

②15 名 

③15 名 

不審者出現時の役割分担や対応、職員の動きなどについ

て、3回に渡り訓練をした。 

1 月 6日 
ビデオ鑑賞 

（防火・防災） 
63 名 防火・防災に関するＤＶＤを鑑賞して、理解を深めた。 

2 月 7日 
ビデオ鑑賞 

(水害) 
94 名 水害に関するＤＶＤを鑑賞して、理解を深めた。 

3 月 28日 避難訓練(地震) 80 名 
震度 5強の地震を想定して、各部屋から避難する訓練を

した。 
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（3）苦情・事故対応 
事故については 0 件だった。その都度、事故の経緯の把握、職員周知、事故を未

然に防ぐためのルールの確認および変更などを行った。いずれも加入している損害保

険で対応した。 

苦情については 0 件だった。苦情の申し出に対しては誠実に受け止め、適切な対

応を心掛けた。また、軽微な怪我、苦情ではないが問い合わせなどはあり、その都度

丁寧に対応することができた。 

 

（4）その他 
・弁当対応について 

土曜日や学校休業日は毎回弁当対応を行い、その様子や人数（内訳を含む）を記録

し、北区教育委員会事務局子ども未来部子どもわくわく課に報告した。 

    

・児童の再登校について 

    一度に限り児童の再登校を可能とする活動を行った。 
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1、豊島学童クラブ・第二豊島学童クラブ・第三豊島学童クラブとは 

豊川放課後子ども総合プランの事業の一つとして、北区から業務委託を受け、 

豊島児童館管轄のもと学童クラブ事業（放課後児童健全育成事業）を行っている。 

日常生活と健全育成の場として、小学校内に専有の部屋と担当の職員を配置し、運営

を行っている。 

      

 

①利用時間）月曜日～金曜日 下校～午後 6 時 

延長育成 午後 6 時～午後 7 時 

学校休業期間 午前 8 時 15 分～午後 6 時 

   延長育成 午後 6 時～午後 7 時 

      土曜日 午前 8 時 15 分～午後 6 時 

②定  員）各 40 名 

 

2、１日の子どもの動きについて  
【学校開校日】                 【学校休業日】 

 ※時程等により変更となる場合あり 
 

 

 

 

 

 

3、学童クラブの運営について 

毎日職員ミーティングの時間を設け、子どもについて・学校や地域のことについてなど

の情報を全職員で共有するよう努めた。また、学童クラブ職員間のミーティングも毎日行

い、子どもたちの些細な変化等についての情報を職員で共有した。 

 

①子どもとの関わりについて 

活動場所には必ず職員を配置し、子どもたちが安心して生活・活動ができるよう配慮

した。学習タイム（5 時間授業以上は 15 分、午前授業日及び学校休業日は 30 分～45 分）

では、集中して取り組むことを基本とした。 

学習が終わった子から順次本読みをするように促した。環境を整備し、一目でどこに

学校終了後～ 

１５：００ 

 

１５：３０ 

 

 

１６：３０ 

 

１７：００ 

１７：３０ 

１８：００ 

 

１９：００ 

登室 

おやつタイム 

 

学習タイム 

おやつ終了 

自由遊び 

帰宅開始 

コース帰り 

コース帰り 

コース帰り 

コース帰り 

※以降延長育成 

帰宅終了 

 ８：１５ 

  

 ９：３０ 

 

１２：００ 

 

１３：００ 

１５：００ 

 

 

１６：３０ 

 

１７：００ 

１７：３０ 

１８：００ 

 

１９：００ 

登室 

自由遊び 

学習タイム 

自由遊び 

昼食 

片付け・休憩 

自由遊び 

おやつタイム 

おやつ終了 

 

帰宅開始 

コース帰り 

コース帰り 

コース帰り 

コース帰り 

※以降延長育成 

帰宅終了 
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何があるか子どもたち自身で把握することができるようにした。そうした事でより自発

的に片付けや、環境整備の声掛けも子ども同士で出来るようになっていた。そのほか、

学童クラブ独自の行事などを設け、子どもたちがクラブに対して帰属意識を持てるよう

にした。 

 

②おやつの提供について 

保護者から毎月徴収しているおやつ代を使用し、おやつの購入提供を行った。毎日午

後 3 時 30 分頃（各学年の下校時間によって異なる）からおやつの時間とした。栄養面

に配慮し、子どもたちが充分なエネルギー補給をできるよう工夫した。 

月 1 回の誕生会の日には、誕生月の子どものリクエストおやつを購入し、誕生月の子

どもをお祝いした。 

 

③保護者との関わりについて 

毎日の連絡帳や、保護者会、個人面談を通して日々の子どもの様子を伝え、よりよい

運営を行うために情報を共有した。 

 

④安全の確保について 

保護者と協力して、出欠の把握を徹底するとともに、子どもたちに対しても、安全確

保の意識が高まるように日常的に指導した。また、豊島学童クラブ・第二豊島学童クラ

ブ・第三豊島学童クラブに在籍する児童の居住地域が四方に分かれていた為、児童の帰

宅時の安全を図れるようにコースも 4つに分けた。 

4 月、10 月～2 月はシルバー人材センターのパトロール指導員がポイントまでの見守

りを行なった。 

時間は①16:30 ②17:00 ③17:30 ④18:00の計 4回。 

 

 

 

 

 

 

4、子どもの様子について 
登室の際は、消毒・検温をし、身支度を整えた後に学習タイム・おやつタイムを実施

した。学習タイム・おやつタイム終了後は、学童クラブ室内や放課後ルームでゲームや

工作をして過ごした。学童クラブではごっこ遊びをしたり工作活動をしたりと多くの遊

びが展開された。また、プレイルームには、学童クラブ室には無い遊具がある為、プレ

イルームで過ごすことで子ども達の遊びの幅を広げられたと同時に交友関係も広がり、

より充実した遊びが展開されるようになった。室内遊びだけではなく、学校の校庭や体

育館を使用しながら運動遊びを自由に行った。 

学童クラブの行事に加えて、放課後子ども教室の行事にも参加することで、学年を超

えての幅広い交流を積極的に図ることができた。 

学校との連携を少しでも密にすることで学校を越えた交流をする機会となった。 

 

 


